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A 173　　青森県の年越し．正月料理に関する研究

　　　　　そのぷ　年越料理の食品材料と盛i)つけについて

　　　　東北女大家政　○角田悦子　田伏千代子　　渡辺病院　福士瑞枝

　目的if X.び方法

　前報まで本県の年越料理の現状について報告してきた。今回は、年越料理で地域的左特

徴。の見られた（なます、水物、魚のすし、口取!）、すい物、でんぶ」の料理材料名*.-よび

料理の配膳等について調べた。

　結果

　4 ます：本県の喫食率。はざi。μ%で地域差は見られなかった。材料のとり合せは「大根

十人参j r大根十人参十その他」「大根十その他」「大根のみ」の順であった。　　「その

他」の材料は魚介類が多かっ九。

　水物：主材料は「おわび、々-iこ、つぶ」であっだ。

　魚のすし: 3 ＆. μ彫の家庭で作i）、地域差が見られ南部とくに下北地方に多かった。

魚の種類は「サケ、ﾉヽタハタ、イカ、ニシン、サバ」の順であった。

　すい物：年越の汁はす畦し仕立てが主で、材料構成は亭弛種として魚介類　(>？琳-.獣肉・
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肉・卵類　I ？96 、乾物・加工品　享T %で、。2種i ft は3種類の組み合せか多かった。

づまは「みつ葉、ねぎ、きc こ類おヽXびせり」でも I)、吸い口を兼ねているものも多か

た。

でんぶぺ喫食率は　7 f ％で、材料として「ごぼり、人参」であった。

料理の配哺方法はテープｙレ式が主で、t-膳を用いる家庭は約口割であった。重詰めの形

は ほとんど見 られ なかった


